
上

欄

下

欄

名

称

指

定

告

示

地
方
公
共
団
体
名

壱
岐
古
墳
群

平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
号

壱
岐
市
（
長
崎
県
）

平成™™年š月™ 日 月曜日 第œ™Ÿ˜号官 報
〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並

び
に
同
法
及
び
同
令
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
原
子
力
発
電
施
設
等
緊
急
時
安
全
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

原
子
力
発
電
施
設
等
緊
急
時
安
全
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

原
子
力
発
電
施
設
等
緊
急
時
安
全
対
策
交
付
金
交
付
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
科
学
技
術
庁

通
商
産
業
省
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
号
ハ
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
ロ
及
び
ハ
」
を
「
第
二
条
第
七
号

ロ
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「＋

1
3¶
0
5
0¶
0
0
0×
（
Ｐ
－
Ｑ
）

」及
び
「
Ｑ
は
、
当
該
所
在
都
道
府
県
等
に
係
る
原
子
力

発
電
施
設
等
、
加
工
施
設
又
は
試
験
研
究
炉
等
の
う
ち
二
以
上
の
所
在
都
道
府
県
等
に
係
る
も
の
が
存
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
原
子
力
発
電
施
設
等
、
加
工
施
設
又
は
試
験
研
究
炉
等
に
係
る
所
在
都
道
府
県
等
の
数
の
逆
数
を
一
か

ら
減
じ
て
得
た
数
の
総
計
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
」
を
削
る
。

第
十
条
中
「
毎
四
半
期
（
第
四
・
四
半
期
を
除
く
。）終
了
後
二
十
日
以
内
に
前
期
に
お
け
る
交
付
金
事
業
の
実
施
状

況
に
関
し
、
様
式
第
五
に
よ
る
交
付
金
事
業
実
施
状
況
報
告
書
を
所
管
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

当
該
四
半
期
に
交
付
金
事
業
を
完
了
し
、
又
は
廃
止
し
た
交
付
金
事
業
者
に
つ
い
て
は
、こ
の
限
り
で
は
な
い
。」を「
所

管
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
て
要
求
し
た
と
き
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
交
付
金
事
業
実
施
状
況
報
告
書
を
所
管
大
臣
が

要
求
す
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
号
中
「
放
射
線
集
中
監
視
所
と
を
結
ぶ
た
め
の
」
を
「
放
射
線
集
中
監
視
所
及
び
中
央
情
報
処
理
機

関
の
相
互
の
間
を
結
ぶ
」に
改
め
、「
並
び
に
中
央
情
報
処
理
機
関
が
実
施
す
る
情
報
処
理
に
対
す
る
補
助
に
係
る
も
の
」

を
削
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
三
号

放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
放
射
線
管
理
記
録
の
引
渡
し
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
令
第

十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
記
録
保
存
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
十
六
条
第
一
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

な
お
、
平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
二
十
五
号
（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
放
射
線
管
理
記
録
の
引
渡
し
機

関
を
指
定
し
た
件
）
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

一

名
称

財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
（
昭
和
三
十
五
年
九
月
三
十
日
に
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
と
い
う
名

称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
丁
目
九
番
十
六
号

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
四
号

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
記
録
の
引
渡
し
機
関

に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
令
第
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
記
録
保

存
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
十
六
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

な
お
、
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
記
録
の
引
渡

し
機
関
を
指
定
す
る
告
示
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
告
示
第
七
十
八
号
）
は
、平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日
限
り
、

廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

一

名
称

財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
（
昭
和
三
十
五
年
九
月
三
十
日
に
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
と
い
う
名

称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
丁
目
九
番
十
六
号

〇
文
化
庁
告
示
第
十
四
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

文
化
庁
長
官

玉
井
日
出
夫

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
一
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九
条
の
六
の
五
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
四
日
付
け
を

も
っ
て
次
の
よ
う
に
登
録
研
修
機
関
の
登
録
の
更
新
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
六
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一

登
録
研
修
機
関
の
名
称
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
日
本
総
合
病
院
精
神
医
学
会

東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
十
四
番
四
号

二

研
修
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

一
般
社
団
法
人
日
本
総
合
病
院
精
神
医
学
会

東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
十
四
番
四
号

三

研
修
の
種
類

精
神
保
健
指
定
医
研
修
会

更
新
研
修
会
（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
）

四

登
録
期
間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
五
号

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
九
号
）第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

粗
糖
の
平
均
輸
入
価
格
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
平
均
輸
入
価
格
及
び
そ

の
適
用
期
間
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

平
均
輸
入
価
格

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

六
〇
、
三
二
〇
円

適

用

期

間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
六
号

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格
調
整
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
九
号
）
第
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定

に
基
づ
き
、
同
号
ハ
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
額
及
び
そ
の
適
用
期
間
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
額

一
、
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

八
四
四
円

適

用

期

間

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
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